
 

 

 

総務委員会 情報連絡 
 

 

令和７年１月１６日 
 

 

 

情報連絡事項                                 頁 

 

１ アートアクセスあだち 音まち千住の縁 

「Memorial Rebirth 千住 2024 舎人公園」の開催結果について・・・・・・・・ ２ 

 

２ 「あだちＮＰＯフェスティバル２０２４」の開催結果について・・・・・・・・ ４ 

 

３ 信用金庫との協創による足立区外へ向けた魅力発信・ 

関係創出プロジェクトの実施結果について・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６ 

 

 

 

 

【参考】≪子ども・子育て支援対策調査特別委員会 報告事項≫ 

※資料は、子ども・子育て支援対策調査特別委員会（政策経営部）の報告資料にあり 

１ 足立区こども計画審議会の進捗状況及び今後のスケジュールについて 

２ アウトリーチ版「アダチ若者会議」の実施結果等について 

 

【参考】≪エリアデザイン調査特別委員会 報告事項≫ 

※資料は、エリアデザイン調査特別委員会（政策経営部）の報告資料にあり 

１ 綾瀬・北綾瀬エリアデザイン（綾瀬ゾーン）の取組み状況について 

２ 綾瀬・北綾瀬エリアデザイン（北綾瀬ゾーン）の取組み状況について 

３ 六町エリアデザインの取組み状況について 

４ 江北エリアデザインの取組み状況について 

５ 西新井・梅島エリアデザインの取組み状況について 

６ 竹の塚エリアデザインの取組み状況について 

７ 千住エリアデザインの取組み状況について 

（ 政策経営部 ） 



総 務 委 員 会 情 報 連 絡 
令和７年１月１６日 

件   名 
アートアクセスあだち 音まち千住の縁 

「Memorial Rebirth 千住 2024 舎人公園」の開催結果について 

所管部課名 政策経営部 シティプロモーション課 

内   容 

東京藝術大学・特定非営利活動法人 音まち計画・足立区の３者共催

による区民参加型アートプロジェクト「アートアクセスあだち 音まち

千住の縁」のイベント開催結果について報告する。 

 

１ 開催日時 

令和６年１２月１日（日）１２時３０分開場 

（平均気温１１．２℃、快晴） 

【昼の部】午後２時～午後２時３０分 

【夜の部】午後５時～午後５時３０分 

【屋台エリア】午前１０時頃～午後４時３０分頃まで営業 

       ※ 売り切れ次第終了 

 

２ 場所 

都立舎人公園（東側エリア） 

 

３ 来場者数等 

（１）来場者数 

７，２００名（昼の部３，７００名、夜の部３，５００名） 

（２）ボランティアスタッフ 

   ８２人（区民ボランティアチーム、東京未来大学生など） 

 

４ 担当所感 

（１）関連イベントでの周知や、日暮里・舎人ライナー沿線地域等の

小・中学校へのチラシ配布、都交通局とのタイアップによる都営

地下鉄での交通広告を展開したことにより、多くの来場者を集め

ることができた。 

（２）昼の部は一般来園者も巻き込むことで賑わった一方、一般来園

者の少ない夜の部は地域住民のほかアートファンが多く来場し、

昼の部に迫る来場者数を記録した。 

（３）ワークショップ「メモリバ学校」等、事前の仲間作り企画を複

数回開催し、こうした参加者とともに当日の昼の部開始前に「シ

ャボンパレード」を実施。舎人バージョンの「しゃボンおどり」

の歌詞づくりなどで地域の方にご協力いただき、音まち千住の縁

のプロジェクトの目的である「縁」を繋ぎながらイベントを作り

上げることができた。 
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５ 来場者の声（アンケートより） 

（１）予想以上に感動した。特に昼の部はキャストやスタッフ、観客で

一緒に踊ることでの一体感が素敵だった。 

（２）昼は天気が良くて知人・家族と楽しめた。夜は巨大なシャボン玉

の柱と音楽がとても幻想的だった。 

（３）夜の部が特に良く、感動した。アート作品を老若男女皆で間近で

楽しめて最高だった。 

 

 

  

▲シャボンパレード        ▲昼の部 

 

  

▲夜の部              ▲夜の部 

  

【参考】「Memorial Rebirth 千住 2024 舎人公園」について 

無数のシャボン玉で、見慣れたまちを一瞬にして光の風景に変貌

させる「現代美術家・大巻伸嗣」によるアートパフォーマンス。 

平成２３年から千住地域を中心に、各地域の小・中学校などで開

催してきた。１０回目となる今回は、集大成として舎人公園で実施。 
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総 務 委 員 会 情 報 連 絡 

    令和７年１月１６日 

件   名 「あだちＮＰＯフェスティバル２０２４」の開催結果について 

所管部課名 あだち未来支援室 協働・協創推進課  

内   容 

あだちＮＰＯフェスティバル２０２４について、下記のとおり開催した。 
 

１ 開催結果 

  梅田地区周遊型に変更して３回目となり、多くの方が来場し、ＮＰＯを知

り、体験する機会を創出できた。 

 令和５年度 令和６年度 

開催日時 １１月１８日（土） 

１１月１９日（日） 

いずれも 

１０時～１５時 

１１月１６日（土） 

１１月１７日（日） 

いずれも 

１０時～１５時 

天候 両日晴れ 気温１８℃ １６日 曇り 気温１７℃ 

１７日 晴れ 気温１８℃ 

参加者数 ７，９００人 

11/18 3,800 人 

11/19 4,100 人 

５，４００人 

11/16 2,200 人 

11/17 3,200 人 

抽選会参加者数 ５，１７３人 ３，１８５人 

出展団体・企業 ７０団体・企業 ８４団体・企業 

協賛品提供企業 ２２社 ４０社 

※今回の主な改善点 

① 東武鉄道２６駅にポスターの掲示をした他、新たにチラシを１０駅へ 

  配架した。 

② 抽選会場のレイアウトを変更し、待ち時間を大幅に短縮した。 

③ 梅田八丁目複合施設の設計事業者も参加し、新施設のＰＲを行った。 

 

２ 開催場所 

（１）足立成和信用金庫中央支店駐車場「ブース出展、物販」 

（２）エル・ソフィア「ステージ発表、ブース出展、ワークショップ」 

（３）梅島公園「ブース出展、ワークショップ、物販、キッチンカー」 

（４）ＮＰＯ活動支援センター「ブース出展、スタンプラリー抽選会」 

 

 ３ 来場者数減少の考察等 

（１）土曜日は近隣小学校で周年行事が行われていた。 

（２）コロナ禍明け以降、各地でイベントが再開され、来場者が分散した。 

（３）来場者数が減少したが、スタンプラリーの長蛇の列が解消され、各ブー

スも落ち着いて見られる、との声もあった。 
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４ 今後の方針 

４か所周遊イベントに変更してから３回目となり、「今年も楽しみにして 

いた」との声もあり、梅田地域に根差したフェスティバルとなっており、 

次年度以降も継続実施する。また、フェスティバル来場者へ向けた梅田八 

丁目複合施設のＰＲについて、中央図書館と連携して取り組んでいく。  
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総 務 委 員 会 情 報 連 絡 

令和７年１月１６日 

件   名 
信用金庫との協創による足立区外へ向けた魅力発信・関係創出プロ

ジェクトの実施結果について 

所管部課名 あだち未来支援室 協働・協創推進課 

内   容 

仙台駅で実施したふるさと納税ＰＲ物産展の結果を報告する。 

 

１ 日程 

令和６年１１月２２日（金）から２５日（月）まで 

 

２ 場所 

  ＪＲ仙台駅２階 東西自由連絡通路 ガレリア通り東側２区画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 出店事業者・品目 

 種別 品目 事業者 

１ 

食品類 

みるく食パン、ラスク、プリン 金子乳業㈲ 

２ ハム、ベーコン、焼豚 ㈱芳味 

３ バウムクーヘン 島田屋製菓㈲ 

４ きんつば、人形焼、どら焼き ㈱大江戸 

５ シフォンケーキ シフォンケーキ Romi 

６ ドリップコーヒー、焼菓子 BLACK SLOTH COFFEE 

７ 

非食品類 

革小物 ㈱和宏（ミンカ） 

8 アクリルキーホルダー、ワークショップ ㈲三幸 

9 玉子焼器 中村銅器製作所 

10 ランドセル(展示のみ) 大峽製鞄㈱ 

11 ムーミンコラボ展示 革小物、革ポシェット、ショコラ ㈱ムーミン物語 
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４ 開催結果 

（１）現在開発が進む東口コンコースということもあり、地元住民と旅行

者双方に立ち寄っていただき、広くＰＲすることができた。 

（２）食品類は完売３社で、特にバウムクーヘンが人気だった。非食品類

については、製造過程のこだわりなどを紹介した中で、特にムーミン

とランドセルに興味を持つ方が多かった。 

（３）今回の展示・販売が足立区へのふるさと納税に繋がるよう、ふるさ

と納税ポータルサイトを案内した。 

（４）気になった商品や足立区への興味などに関するアンケートを実施

（回答数 414 件）。以下、アンケート意見の一部抜粋 

① 足立区に住んでいたが、いいものがたくさんあることに驚いた。 

② 娘が足立区に住んでいるが、これを機に訪問したいと思った。 

 

物産展を通じて足立区を改めて知っていただく機会となった。 

 

５ 今後の方針 

  令和７年度の開催地等については、足立成和信用金庫と協議の上、 

検討していく。 
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